
放射線管理及び排気モニタの監視を
継続しました。
排気は、通常の放射線レベルです。

放射線監視

放射線管理モニタ監視の様子

東日本大震災による核燃料サイクル工学研究所の被災状況について（概要）
平成23年3月11日に発生した東日本大震災の被害にあわれた方々に心よりお見舞い申し上げます。東日本大震災による被災状況ですが、原子力科学研
究所および核燃料サイクル工学研究所では、環境への影響はありませんでした。今回は、核燃料サイクル工学研究所の状況についてご報告いたします。

3/11 3/12 3/13 3/14 3/15 3/16 3/17 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

商用電源

工業用水

水道水

ライフラインの被災状況

平成２３年５月１２日現在
独立行政法人日本原子力研究開発機構

東海研究開発センター

停電
約４６時間 3月13日に受電開始。順次施設に通電を実施し、現在は通常状態に復帰

停電時は非常用発電機により給電

断水：約８５時間
3月15日に受水開始。現在は通常状態に復帰

3月22日に受水開始。現在は通常状態に復帰
断水：約２６５時間

使用済燃料の貯蔵

閉じ込め、遮へい機能、耐震 高放射性廃液の貯蔵

貯槽

現在貯蔵中の使用済
燃料の発熱は十分低
く、貯蔵量も少ない
ため、冷却機能が喪
失しても、水温の上
昇はほとんどありま
せん。

施設内の機器や設備の監視を継続し
ました。
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工程監視の様子
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岩盤上に設置

東海再処理施設内の放射性物質を閉じ込めるしくみ

東電から2系統で受電

建物に損傷はなく、換気設備にも異常はあり
ませんでした。負圧管理による閉じ込めは継
続しています。
重要な建物は、岩盤上に設置し、
鉄筋コンクリートで頑丈に造られ
ております。
今回の地震による影響は
ありませんでした。

高放射性廃液貯蔵タンク

冷却水による
発熱の除去

圧縮空気による
水素の除去

廃液の発熱除去用の冷却水ポンプと、廃液から
発生する水素除去のための圧縮機の運転を継続しました。

東海再処理施設使用済燃料貯蔵プール

東電からの電源が2系統とも停止しましたが、非常用発電

機7台が正常に起動し、重要な設備へ電力を供給しました。

非常用発電機により電力供給を維持しました

非常用発電機
電源供給方法

裏面もあります

東海再処理施設の状況

フ レ ン ド リ ー 通信臨時増刊号

プール水が床面にあふれましたが、施設外への漏えいはありませんでした。
プール水の冷却設備にも損傷はありませんでした。



（独）日本原子力研究開発機構 核燃料サイクル工学研究所の震災からの状況について
（多く寄せられるご質問の回答）

【ガラス固化技術開発施設】

【アスファルト固化体貯蔵施設】

約20ｍにわたり大きな地割
れ、1ｍの陥没。

建物に問題ないが南側側
面部の地盤が0.5ｍ程度
陥没。

建物に問題ないが
出入口部の地盤が
0.5ｍ程度陥没。

【実規模開発試験施設】

建物の北側、南側の外壁が
大きく破損。

建物内に設置してある20トン
クレーンが落下。

【ウラン系廃棄物焼却施設】

排気機械室給気ダクトの落下。

A： 高放射性廃液は、冷却が必要となりますので、工業用水を使って冷却しています。
今回は、所内の浄水施設の水を節約するとともに、調整池等にある貯め水を一時的に
使用するなどして冷却を確保しました。また、万が一のために、隣の新川から水を取
水することを計画しておりました。
なお、放射線分解により水素が発生することから、水素により爆発することが想定

されますので、爆発しないように圧縮空気により水素の除去を継続しております。

A： 今回の東日本大震災の津波では、再処理施設の新川沿いで約5.6ｍの津波を観測し
ております。
これまでの知見を反映して、県や村が津波ハザートマップを作成しており、その基

準では6.6ｍの津波を予想されておりましたので、今回の津波の標高は約5.6ｍであっ
たことから施設への浸水等はありませんでした。
今後の対策として、更にどのような津波を想定するかなどはこれからの課題ではあ

りますが、万が一10m以上の津波が来た場合には、再処理施設のメインプラントで２階
部分まで浸水することが予想されます。なお、現在その対応策を検討中です。対応内
容が決まり次第、別途お知らせします。

Q：福島第一原子力発電所では、地震によって使用済燃料プールの被災があり、燃料が破
損したとありますが、東海再処理施設にある使用済燃料プールは同じようなことが起きない
のでしょうか？

Q：高放射性廃液の貯蔵には、冷却が必要と初めて知りましたが、福島第一原子力発電所の
ように水素が発生して爆発するというようなことにはならないのでしょうか？

Q：今回、津波の影響はなかったとのことですが、三陸沖のような１０ｍ以上の津波が来るこ
とを想定した対策は講じないのでしょうか？

Q：その他の施設では、地震による被災はなかったのでしょうか？

A： 東海再処理施設の使用済燃料貯蔵プールでは、
新型転換炉ふげん（福井県）の使用済燃料２６５
体（約４１ｔ）を貯蔵中です。
ふげんにて使用後、約８～２０年経過しており、

使用済燃料１体あたりの発熱量は約１１０Ｗと十
分に低く、これは６０Ｗの白熱電球が２つ点灯し
ている程度です。
仮にプールの水がなくなったとしても、使用済

燃料は水の入った円筒状密封容器に１体ずつ収納
しており、この水が急に蒸発するような熱は持っ
ていない状態です。

A： 右の図にあるように、東日本大震災におけるサイクル研の被害は、道路等の陥没
などは一部ありましたが、主要施設への影響はありませんでした。人的災害ですが、
軽症者が2名おりました。
今回の被災状況としては、外部電力の喪失が46時間にわたりあり、その間非常用発

電機が起動されて主要な施設の給電を維持できておりました。そういう意味で電気は
非常に大切であったと感じております。

核燃料サイクル工学研究所の建物・施設について（3月16日～18日撮影）

東海再処理施設

原子力機構内の詳しい被災状況は、原子力機構のホームページ
（東日本大震災対応関連のお知らせ）をご覧ください。
http://www.jaea.go.jp/

【所内アクセス道路】

※放射性物質を取り扱わない施設

ドラム缶の落下、荷崩れ。


